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あ
ろ
う
。
そ
の
の
ち
の
記
録
に
、
一
九
二
六
年
二
月
執
筆
依
頼
の
永

井
委
員
の
優
生
学
の
話
は
未
完
だ
と
あ
る
。

永
井
の
民
族
衛
生
の
主
張
の
基
本
は
、
民
族
資
質
の
向
上
で
あ
り
、

バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
も
と
め
、
メ
ン
デ
ル
、
ゴ

ー
ル
ト
ン
を
ひ
き
、
畑
よ
り
ま
ず
種
と
主
張
す
る
。
一
九
三
六
年
の
読

売
新
聞
に
は
、
「
民
族
の
花
園
を
荒
す
雑
草
は
断
種
手
術
に
よ
っ
て
根
こ

そ
ぎ
刈
取
り
日
本
民
族
永
遠
の
繁
栄
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
な
ど
と
の

か
れ
の
談
話
が
の
っ
て
い
る
。
か
れ
の
論
文
は
、
メ
ン
デ
ル
の
仕
事
の

こ
ま
か
な
紹
介
に
お
お
く
の
部
分
を
さ
き
、
ま
た
明
治
天
皇
御
製
を
引

用
し
、
全
体
に
植
物
育
種
学
的
色
彩
が
つ
よ
い
。
人
間
の
病
気
に
つ
い

て
か
れ
が
の
べ
る
こ
と
は
す
ぐ
な
く
、
そ
の
内
容
も
か
な
り
ず
さ
ん
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
か
れ
が
生
理
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
か
ん
が
え
て

も
、
人
間
の
病
気
に
つ
い
て
か
れ
は
よ
わ
す
ぎ
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ

し
て
、
か
れ
の
論
文
は
迫
力
を
か
い
て
い
る
。

雄
山
閻
の
優
生
学
の
講
座
の
『
民
族
衛
生
学
概
論
』
も
下
巻
を
だ
し

て
お
ら
ず
、
前
記
の
未
完
論
文
と
も
あ
わ
せ
て
、
多
筆
の
人
で
あ
っ
た

永
井
と
し
て
は
意
外
な
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
断
種
法
案
に
は
、
対
象
を
遺
伝
病
に
限
定
し
な
い
も
の
と
、

遺
伝
病
に
限
定
し
た
も
の
と
が
あ
っ
た
。
日
本
民
族
衛
生
学
会
は
遺
伝

病
に
限
定
し
た
断
種
を
推
進
す
る
立
場
を
と
り
、
一
九
三
六
年
に
は
民

族
衛
生
学
会
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
政
府
案
が
準
備
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま

で
き
た
。
永
井
は
日
本
民
族
衛
生
学
会
理
事
長
と
し
て
こ
の
過
程
に
お

お
き
く
関
与
し
て
い
た
が
、
「
民
族
衛
生
』
誌
上
に
は
こ
の
具
体
的
過
程

は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
の
ち
永
井
は
台
北
、
北
京
に
う
つ
っ
た

の
で
、
国
民
優
生
法
制
定
の
具
体
的
過
程
に
は
関
与
し
て
い
な
い
の
だ

づ
つ
シ
ヘ
ノ
Ｏ
こ
う
し
て
、
永
井
は
断
種
法
制
定
運
動
の
頂
点
に
た
つ
人
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
遺
伝
学
理
解
は
メ
ン
デ
ル
を
お
お
き
く
で
て
は
い
な
か
っ

た
よ
う
で
、
理
論
的
指
導
者
と
い
う
よ
り
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
デ

オ
ロ
ー
グ
で
あ
っ
た
と
み
え
る
。
戦
後
の
著
作
で
も
か
れ
の
基
本
的
考

え
方
は
か
わ
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
か
れ
は
性
の
問
題
を
は
や
く
か
ら

と
り
あ
げ
て
お
り
、
戦
後
は
主
と
し
て
ひ
ろ
い
性
問
題
に
と
り
く
ん
で

い
っ
た
。

（
平
成
十
二
年
一
月
例
会
）

江
戸
医
学
館
の
学
問
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
考
証
学
」

と
呼
ば
れ
る
文
献
の
正
確
な
把
握
を
重
視
す
る
学
風
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

医
学
館
の
学
問
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
考
証
学
の

系
譜
と
い
う
文
脈
の
中
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
学
的
系
譜

を
考
察
す
る
上
で
、
当
面
の
著
者
の
問
題
意
識
は
次
の
三
点
に
あ
る
。

●
清
朝
考
証
学
の
摂
取
の
問
題

●
寛
政
異
学
の
禁
が
与
え
た
影
響

●
古
学
派
・
古
方
派
お
よ
び
蘭
学
と
の
関
係

本
誌
に
収
載
さ
れ
た
拙
槁
三
報
「
医
学
館
の
学
問
形
成
（
一
）
三
）

医
学
館
の
学
問
の
形
成
に
つ
い
て

町
泉
寿
郎
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（
三
）
」
は
、
寛
政
異
学
の
禁
の
影
響
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
題
点
を
整
理
す
る
た
め
に
報
告
の
要
旨
を
要
約
す
る
。

○
第
一
報
「
医
学
館
成
立
前
後
」

一
章
か
ら
四
章
ま
で
は
医
学
館
成
立
の
背
景
と
意
義
を
、
五
章
で
は

学
問
形
成
の
具
体
的
経
過
を
述
べ
た
。

一
章
〈
学
校
官
立
化
を
め
ぐ
っ
て
〉

江
戸
幕
府
が
初
期
の
譜
代
大
名
連
合
政
権
か
ら
元
禄
期
の
専
制
君
主

政
治
を
経
て
、
享
保
期
以
降
、
法
治
的
政
治
体
制
・
官
僚
機
構
確
立
を

模
索
す
る
な
か
、
官
吏
養
成
機
関
と
し
て
の
官
立
学
校
開
設
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
の
例
証
。

二
章
〈
踏
寿
館
創
設
前
後
の
時
代
背
景
〉

江
戸
時
代
の
文
化
の
上
方
か
ら
江
戸
へ
の
比
重
転
換
期
が
ほ
ぼ
一
八

世
紀
中
葉
。
経
済
力
を
背
景
と
し
た
町
人
の
学
問
芸
術
へ
の
進
出
の
新

潮
流
と
、
そ
う
し
た
民
間
活
力
を
政
治
に
導
入
し
た
田
沼
意
次
の
政
治

手
法
。
以
上
二
点
と
踏
寿
館
と
の
関
連
。

三
章
〈
踏
寿
館
官
立
化
の
意
義
〉

両
典
薬
頭
家
の
凋
落
と
多
紀
氏
へ
の
権
力
の
移
行
（
官
医
番
入
等
に
関

す
る
推
挙
権
の
移
動
）
。
官
立
学
校
制
度
創
設
に
よ
る
官
医
の
組
織
化
。

四
章
〈
昌
平
費
と
医
学
館
〉

学
問
の
進
歩
は
専
門
化
、
分
化
を
必
然
的
に
伴
な
う
。
異
学
の
禁
に

よ
る
闇
斎
学
系
朱
子
学
の
正
学
化
は
、
こ
の
学
問
分
化
傾
向
に
敢
え
て

逆
行
す
る
政
策
。
こ
の
結
果
、
昌
平
費
の
学
風
は
萎
縮
化
・
硬
直
化
し
、

医
学
館
の
学
風
は
病
変
へ
の
対
応
と
い
う
名
目
の
も
と
異
学
の
禁
令
を

回
避
し
て
博
大
化
・
精
密
化
し
た
。

五
章
〈
医
学
館
の
学
統
の
形
成
〉

①
濫
膓
期
Ｉ
踏
寿
館
時
代

講
師
・
聴
講
者
は
町
医
中
心
。
講
害
内
容
は
本
草
・
素
問
・
霊
枢
・

難
経
・
傷
寒
論
・
金
置
要
略
の
六
部
害
が
必
修
と
さ
れ
、
当
初
は
金
元

医
書
も
併
講
。
儒
害
が
井
上
金
嶽
門
人
に
よ
り
併
講
。

②
官
立
化
か
ら
文
化
年
間
ま
で

官
医
以
外
（
加
藤
俊
丈
、
片
倉
鶴
陵
、
大
田
錦
城
、
亀
田
鵬
斎
、
吉
田
篁

轍
等
）
の
排
除
。
西
国
か
ら
の
登
用
（
福
井
楓
亭
、
池
田
瑞
仙
、
荻
野
元
凱
、

小
野
蘭
山
）
。
若
手
官
医
の
素
読
指
南
任
用
。
か
く
て
官
立
学
校
と
し
て

の
機
構
整
備
が
な
さ
れ
る
一
方
、
優
秀
な
人
材
の
排
除
を
惹
起
し
た
。

③
多
紀
桂
山
の
死
後
、
天
保
の
改
革
以
前
。

資
料
の
不
足
に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
時
期
は
医
学

館
の
停
滞
期
の
感
が
あ
る
。
考
証
学
の
研
究
は
、
伊
沢
聞
軒
・
狩
谷
被
斎

ら
の
家
塾
等
に
場
を
移
し
、
こ
の
中
か
ら
次
代
を
担
う
人
材
が
育
っ
た
。

④
天
保
十
四
年
以
降
。

制
度
改
革
に
よ
り
天
保
十
四
年
以
降
、
医
学
館
に
陪
臣
医
・
町
医
の

出
席
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
旧
伊
沢
蘭
軒
・
狩
谷
被
斎
門
人

が
医
学
館
に
吸
収
さ
れ
、
考
証
医
学
の
成
果
を
あ
げ
た
。

○
第
二
報
「
寛
政
の
改
革
期
の
官
医
た
ち
の
動
向
ｌ
「
よ
し
の
冊
子
」

の
記
事
か
ら
ｌ
」

「
よ
し
の
冊
子
」
と
い
う
従
来
の
医
学
史
研
究
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た

史
料
に
よ
っ
て
、
寛
政
の
改
革
期
の
官
医
の
動
向
を
詳
細
に
た
ど
っ
た
。
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寛
政
元
年
二
月
の
、
多
紀
藍
渓
が
踏
寿
館
以
外
に
医
官
の
た
め
の
医
学

校
の
建
設
を
希
望
し
て
い
る
記
事
は
、
踏
寿
館
の
官
医
出
席
者
の
少
な

さ
を
暗
示
す
る
一
資
料
。
寛
政
三
年
二
月
の
、
今
大
路
、
竹
田
、
吉
田
、

半
井
の
四
家
が
独
自
に
医
学
校
開
設
を
計
画
し
た
が
、
半
井
氏
が
独
力

開
設
を
主
張
し
た
た
め
計
画
が
頓
挫
し
た
と
い
う
記
事
は
、
更
な
る
検

証
を
要
す
る
が
従
来
未
知
の
貴
重
な
資
料
。
寛
政
元
年
六
月
の
踏
寿
館

に
お
け
る
賭
博
発
覚
の
記
事
か
ら
は
、
大
田
錦
城
、
吉
田
篁
激
と
い
っ

た
考
証
学
、
校
勘
学
の
先
駆
者
の
人
と
な
り
の
一
端
が
窺
え
る
の
み
な

ら
ず
、
彼
等
を
講
師
と
し
て
許
容
し
た
多
紀
氏
の
学
問
上
の
嗜
好
が
知

ら
れ
る
。

幕
末
に
考
証
学
が
成
立
す
る
背
景
は
次
の
二
点
。
物
理
的
条
件
と
し

て
は
、
小
学
（
文
字
・
音
韻
）
に
高
い
達
成
を
示
し
た
渭
朝
考
証
学
（
十

八
世
紀
中
葉
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
極
盛
）
の
書
物
、
お
よ
び
校
勘
資
料
（
古

文
献
、
日
本
に
の
み
伝
存
し
た
も
の
が
多
い
）
が
入
手
で
き
る
社
会
的
・
経

済
的
・
地
理
的
環
境
。
二
つ
に
は
思
想
史
的
背
景
と
し
て
、
寛
政
異
学

の
禁
を
契
機
に
治
者
と
被
治
者
の
学
問
上
の
乖
離
が
促
進
さ
れ
、
朱
子

学
は
武
士
一
般
や
儒
者
、
考
証
学
は
「
道
」
に
与
ら
ぬ
階
層
中
の
富
裕

者
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
た
こ
と
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
考
証
学
は
幕
末

期
、
清
朝
考
証
学
の
影
響
下
に
、
日
本
独
自
の
資
料
を
駆
使
し
て
、
江

戸
在
住
の
當
商
や
医
者
な
ど
が
主
な
担
い
手
と
な
っ
て
花
開
い
た
の
で

↑
《
）
ブ
（
》
Ｏ

（
平
成
十
二
年
三
月
例
会
）

Ｕ
第
三
報
「
幕
末
考
証
学
の
位
相
」

茨
諜
珠
紹
介
夫
糸
監
携
詫
監
監
夫
弗
夫
夫
諜
弗
劣
劣
夫
夫
夫

二
宮
陸
雄
著

『
桑
田
立
斎
先
生
」

一
○
万
人
の
人
々
に
牛
痘
接
種
を
お
こ
な
お
う
と
の
悲
願
を
自
ら
に

課
し
て
、
遠
く
蝦
夷
地
に
わ
た
っ
て
ア
イ
ヌ
に
牛
痘
を
ほ
ど
こ
し
た
桑

田
立
斎
の
事
績
は
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
生
涯
に
つ
い

て
は
参
照
す
べ
き
伝
記
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
か
っ
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
接
種
法
発
明
か
ら
二
百
年
の
記

念
す
べ
き
一
九
九
八
年
に
本
書
が
上
梓
さ
れ
た
の
は
、
お
お
い
に
意
義

の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
立
斎
自
筆
の
『
立
斎
年
表
」
を
基
に
し
て
、

そ
の
生
涯
、
と
く
に
安
政
四
年
に
蝦
夷
地
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
牛
痘

接
種
の
苦
闘
を
克
明
に
描
い
て
い
る
。

桑
田
立
斎
の
伝
記
は
立
斎
一
族
の
後
育
に
あ
た
る
日
本
史
家
桑
田
忠

親
氏
が
、
一
九
八
二
年
に
「
或
る
蘭
方
医
の
生
涯
」
（
中
央
公
論
社
）
と
し

て
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
折
に
も
桑
田
氏
が
基
本
的
に
準
拠
し
た
の
は

「
桑
田
立
斎
年
表
』
で
あ
る
が
、
折
角
歴
史
家
が
執
筆
し
一
級
資
料
を
参

考
に
し
な
が
ら
も
、
出
版
の
目
的
が
「
専
門
の
医
学
者
の
研
究
に
寄
与

す
る
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
一
般
の
歴
史
や
文

学
の
愛
好
者
に
立
斎
の
人
物
を
広
く
知
っ
て
頂
く
た
め
」
と
の
観
点
で

あ
っ
た
の
で
、
各
所
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
織
り
交
ぜ
て
史
伝
と
読
物
も

加
味
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
通
読
し
や
す
い
と


